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１．愛媛大学の概要
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城北地区 第一種
エネルギー管理指
定工場等

重信地区 第一種
エネルギー管理指
定工場等

樽味地区 持田地区
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愛媛大学憲章
「学生中心の大学」

「地域にあって輝く大学」を目指して

愛媛大学は，平成16年4月1日に国立大学法人愛媛大学となり，国の組織から独立した経営体として再出発することになった。愛媛大学

は，学校教育法に謳われた大学の目的を踏まえ，自ら学び，考え，実践する能力と次代を担う誇りをもつ人間性豊かな人材を社会に輩出す
ることを最大の使命とする。とりわけ，地域に立脚する大学として，地域に役立つ人材，地域の発展を牽引する人材の養成がこれからの主
要な責務であると自覚する。知の創造と知の継承を担う学術拠点として愛媛大学は，基本目標を以下に定め，全構成員の指針とする。

基本目標

教育
１ 愛媛大学は，学生が豊かな創造性，人間性，社会性を培うとともに，自立した個人として生きていくのに必要な知の運用能力，国際的コ
ミュニケーション能力，論理的判断能力を高める教育を実践する。

２ 愛媛大学は，地域・環境・生命に関連する教育に力を注ぎ，地域の現場から課題を発見し解決策を見いだす能力を育成する。
３ 大学院においては，人間・社会・自然への深い洞察に基づく総合的判断力と専門分野の高度な学識と技能が身につく教育を実施する。
４ 愛媛大学は，学生が入学から卒業・修了まで安心して充実した大学生活を送ることができる学生支援体制を築く。

研究
５ 愛媛大学は，基礎科学の推進と応用科学の展開を図り，知の創造と知の統合に向けた学術研究を実践する。
６ 愛媛大学は，地域にある総合大学として，もてる知的・人的資源を生かし，地域・環境・生命を主題とする学術研究を重点的に推進する。
７ 愛媛大学は，先見性や独創性のある研究グループを組織的に支援し，世界レベルの研究拠点形成を目指す。

社会貢献
８ 愛媛大学は，学術研究成果の還元と優れた人材の輩出を通して，社会の持続可能な発展，人類と自然環境の調和，世界平和に貢献する。
９ 愛媛大学は，産業，文化，医療等の幅広い分野において最高水準の知識と技術を地域に提供するとともに，地域の諸課題の解決に向け
て人々とともに考え，行動し，地域社会の自律的発展に貢献する。

大学運営
１０ 愛媛大学は，相互に協調し啓発しあう人間関係を基調とした知の共同体を構築し，構成員の自発的・主体的活動を尊重する。
１１ 愛媛大学は，大学の特性と現状の批判的分析の上に立って明確な目標・計画を定め，機動的で戦略的な大学経営を行う。
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２．愛媛大学の環
境・エネルギーマネ
ジメント管理体制
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３．愛媛大学のエネルギーの使用に係る原単位の年度変化



国立大学法人愛媛大学環境方針
・基 本 理 念
愛媛大学は，大学憲章において，地域・環境・生命を主題とする教育に力を注ぐとともに，

この主題のもとでの学術研究を重点的に推進することを宣言しています。この理念のもとに，
愛媛大学は，環境問題にかかわる教育や研究に積極的に取り組みます。また，愛媛大学は，
人類社会の持続的な発展に寄与するため，環境について責任ある行動を取るとともに，地域
の環境問題の解決に貢献します。この決意のもとに，以下に具体的な基本方針を定めます。
・基 本 方 針
（１） 社会との調和を図りつつ，環境問題に積極的に取り組む人材を育成します。
（２）環境を主題とする学術研究を推進します。
（３）環境にかかわる知識と技術を地域に提供するとともに，地域社会の発展に貢献します。
（４）大学で営まれる諸活動において，環境にかかわる法令の遵守に努めます。
（５）省資源，省エネルギー，廃棄物の減量化および化学物質の適正管理などにより，環
境汚染の予防と継続的な環境改善を行います。

（６）教職員および学生が協力して良好な学内環境を構築し，地球環境に配慮するよう
に努めます。

11

４．愛媛大学の省エネルギー取組方針
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＝

↓
部局環境目標作成

↓

環境・エネルギーマネジ
メント委員会承認

↓

部局環境目標上半期
点検評価実施

↓

部局環境目標年間点
検評価実施

↓
環境・エネルギーマネジ
メント委員会承認

↓
専門部会点検評価実施

↓
環境・エネルギーマネジ
メント委員会承認

専門部会環境目標作成
↓

環境・エネルギーマネジ
メント委員会承認

↓
環境・エネルギーマネジ
メント委員会承認
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平成２６年度環境目標
達成目標

（27年度までに）
平成２６年度目標

学生に対する環境教育の充実 環境関連の教育の実施

環境関連の研究の推進 環境関連の研究の実施

学生による環境関連の活動の推進 学生による環境関連の活動の実施

環境物品等の調達・導入の推進 環境負荷低減型製品の調達推進

資源の有効利用の推進 ごみ分別の徹底及びリサイクルの推進

温室効果ガス排出量を平成27年度まで
対前年度比1%以上の削減

温室効果ガス排出量を対前年度比1%以
上の削減

教職員等に対する環境教育の充実 環境関連活動の企画・広報を通しての環
境配慮行動の促進

15



16



17

５．地区ごとの年度ごと月
別エネルギー使用量

学内限定でホーム
ページに掲載。

四半期に一回教職員
にメールを配信。



国立大学法人愛媛大学エネルギー管理規程及び国立大学法人愛媛大
学省エネルギー指導員取扱要項に基づき，各組織等ごとに置き，当該組織
等に所属する職員及び学生のうちから，管理担当者が推薦し，管理責任者
が委嘱します。

当該組織等に所属する職員及び学生に対して，次に掲げる事項の指
導，助言及び啓発活動を行います。

（１）不在時，昼休み，休憩時間等の事務室，会議室，研究室，講義室，
実験室等の消灯及び冷暖房の停止に関すること。

（２）冷暖房時の室温管理に関すること。
（３）使用していない部屋等の消灯及び冷暖房の停止に関すること。
（４）その他適切なエネルギー使用に関すること。
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６．省エネルギー指導員
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「愛媛新聞平成24年７月１日付」（愛媛新聞提供）



20

７．省エネルギー巡視

遮光フィルムを採用。
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窓ガラスへの遮光フィルム貼付けによる効果について

以下のような効果があります
・窓際ペリメータゾーンの温度を低減し快適性向上
・電力消費を抑え、省エネルギー・CO2削減
・クリアに見せる高透明性で眺望・外観を維持
・万一地震などの災害時にガラスの飛散防止

削減入熱量 5,206 kWｈ/年
削減電力量 2,082 kWｈ/年
削減金額 42 千円/年
原油換算量 0.54 kL/年
CO2削減量 1.46 t-CO2/年

※省エネ効果は
少ないものの窓
際の快適性向上
効果が高い

総合研究棟１の6･7階貼付
け時の計算結果
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８．省エネルギー会議
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工学部4号館
２Fラウンジ

着工前蛍光灯
（FL型）

工学部4号館
２Fラウンジ
施工後LEDダ
ウンライト

（人感セン
サー付）

↓

９．省エネ対策への支出

愛媛大学では，省エネ対策経費を毎年１，０００万円確保し，照明器具，空調機の省エネ
機種への更新経費としています。
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１０．人材育成

エネルギー管理員等数

城北地区 第一種エネルギー管理指定工場等

エネルギー管理士 ２名
エネルギー管理新規講習修了者１６名

重信地区 第一種エネルギー管理指定工場等

エネルギー管理士 ３名
エネルギー管理新規講習修了者５名

その他地区

エネルギー管理新規講習修了者４名

計

エネルギー管理士 ５名
エネルギー管理新規講習修了者２５名

人数増員中
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１１．省エネポスター 夏季，冬季教職員にメールを配信。
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１２．省エネルギー１０のアクション

夏季，冬季教職員にメールを配信。
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愛媛大学は，平成２６年３月に設立されたサステイナブルキャンパス推進協議会に
法人会員として入会し，サステイナブルキャンパスの取組を推進しています。

１３．サステイナブルキャンパス推進協議会（CAS-Net JAPAN）

法人会員 ２８法人
個人会員 ６９名
（平成２６年１１月現在）

事業
（１）国内におけるサステイナブルキャンパス構築を推進するための情報共有及び発信
（２）諸外国のサステイナブルキャンパス構築に係る取組についての調査及び研究
（３）サステイナブルキャンパス構築に係る国内外諸機関との連携の推進
（４）サステイナブルキャンパス構築のための評価システムの作成及び普及
（５）サステイナブルキャンパスの構築を推進するための大学運営手法の検討
（６）サステイナブルキャンパス構築への学生の参画
（７）優れたサステイナブルキャンパス構築に係る取組みに対する表彰
（８）その他本会の目的を達成するために必要なこと



１４．生協学生委員会によるゴミ分別と資源回収活動

ごみ拾い中 容器を分別している様子
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１５．城北キャンパス環境整備



１６．愛媛大学におけるサステイナブルエネルギー開発プロジェクトの活動と地域連携

愛媛大学 理工学研究科 森脇 亮 教授ほかの取組

野村，豊田，向笠
山下，前原

液中プラズマに
よる水素製造

メタンハイドレート分解技術

廃油分解型水素ステーション

森脇，門田，藤森，岩本，
川嶋，渡辺，高山（弘），高橋（真）

ゴミ処理技術の開発＋
太陽光発電・風力・水力

木質系バイオマス

ICTを活用した電気予報・電
力供給システム 再生可能エネルギー

回収・利用に適した
都市・交通計画

水素利用の技術開発

双方向コミュニケーション
による省エネ行動変容と

新技術の適用促進 愛媛大学
サスティナブルエネルギー

開発プロジェクト
（グリーンイノベーションの研究拠点）

未利用エネルギー
倉内，高山（雄）

岡本，都築
森脇

羽鳥，倉内

水素燃焼，貯蔵技術 中原，柳原

エネルギー循環型のスマートコミュニティーの提案
地域社会における再エネ利活用の形成支援

再生可能エネルギーの利活用技術
スマートグリッド

態度行動変容

高橋（基），高山（雄）

グリーン経済システム

エネルギー消費経済の歴史
考証・分析と経済モデル

平成２４～２６年度 愛媛大学研究活性化事業

愛媛大学では自然エネル
ギーや未利用の（廃棄物を含
む）バイオマスをもととしたエ
ネルギー「地産・地消型」のス
マートキャンパスの構築を目
指し、大学内のエネルギー関
連研究者を集めた研究拠点
プロジェクトを形成している。

また、エネルギーの回収と利
用に適したスマートコミュニ
ティを地域社会に提案するた
めに、産官学民のコンソーシ
アムによる取り組みも始まっ
ている。

平成２４～２６年度 理工学研究科工学系・研究拠点形成

平成２４～２６年度 愛媛大学研究活性化事業
（拠点形成支援）



再生可能エネルギーの課題と水素社会への期待

再生可能エネルギーの問題点は電力供給
が不安定であることです。そのため、電気
をためる「蓄電」技術が重要となります。す
ぐに思いつくのはバッテリーですが、大容量
になると高価だし持ち運びも大変。そこで注
目されているのが「水素」です。

燃料電池で，いつでもエネルギーを取り出せる！
究極のクリーンエネルギー！
バッテリーと比べて，大量，長期，軽量化で保存可能！

再生エネルギーの課題は「蓄電」
エネルギーを水素の形で蓄える

電気+→+ OHOH 222 22

愛媛新聞



「液中プラズマ」技術

廃液やゴミなどの廃棄物エネルギーを分解し、水素に変換する研究
が進められています。（愛媛大学のオリジナル技術）

太陽光パネル（5号館屋上に設置）

H２ガス

液中プラズマ装置

セルロース

余った電気で水素を作る・ためる

（廃棄物回収型）次世代ソーラー
水素ステーションと燃料電池自動車

http://www.honda.co.jp/news/2010/4100128.html

再エネキャラクター
（資源エネ庁）

エネルギー循環型スマート社会



太陽光パネルの発電情報を利用した
「電気予報」の技術開発

①刻一刻と変化する太陽光パネルの出力変動をモニタリング
②天気予報の高精度化（ゲリラ豪雨の「卵」を発見。防災にも役立つ
③「電気予報」の提供による臨機応変な充放電計画を実現。
つまり、太陽光発電に新たな「付加価値」を付与→再エネの普及促進

ねらい

ICT（情報通信技術）により太陽光エネルギー出力情報をビッグデータ化し、
これまでの天気予報ではなし得なかった身近な「電気予報」を実現

PV（太陽光パネル）の気象センサー化

お天気情報・
電気予報の
提供

ユーザー

PVデータ提供



小学校における環境エネルギー教育の試み

持続可能なエネルギー社会を実現していくためには，プレイヤーである生活者の
私たちが，自らエネルギーの効率的な利用方法について意識し，行動していかな
ければなりません。特に将来を担う若い世代に対するエネルギー教育が必要です。

身近な電気利用の実態調査

家庭のコンセントに「エコワット（電気使用メーター）」
を設置して、身近な電気利用の実態を調べる。冷蔵
庫の開け閉めや節電によって、電気使用量がどの
程度変わるか（CO2の排出量がどの程度変わるか
等）を実験する。

節電行動アクションプランの作成

自分自身（や各家庭）で出来る節電行動の計画を立てて、実践して
みる。

取り組みによって、節電意識や日頃の行動がどの程度変わったか
（before-after）を調べて、最終的な振り返りにつなげる。

羽鳥剛史先生による新玉小学校での授業風景



小水力エネルギー・農作物残渣（バイオマス）の見える化

愛媛大学・植物工場研究センター
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歩いて楽しい健康増進
のまちづくりの推進

低炭素まちづくりのショーケース化

低炭素型交通手段への転換

緑豊かで涼やかな市街地の形成

多様なエネルギーの
面的利用システムの導入

交通拠点周辺における
集客・集住のまちづくり

コンパクト且つアクセス可能な
市街地形成

実施中の松山駅周辺土地区画整理事業など、
県都松山にふさわしい低炭素型の
環境に配慮した都市づくりを推進

住宅・オフィス用太陽光発電、
太陽熱利用システム
公共施設への太陽光発電
システム
家庭用燃料電池システム、
住宅用蓄電池の導入促進

松山サンシャイン
プロジェクトの推進

脱温暖化・産業創出
温暖で日照時間の長い気候特性を活かし
「松山サンシャインプロジェクト」を推進

クリーンエネルギーの導入促進

エネルギーの有効・効率的利用

環境ビジネス産業の創出

環境教育の充実

カーライフの見直し
地域エネルギーの掘り起し

姉妹都市の五感を使った
自然体験学習から連携
プログラムの形成
教育現場と産学官連携に
よる環境・エネルギー教育
プログラムの充実

「誇れる環境モデル都市まつやま」

温室効果ガスを2020年に18％、2050年に60～80％ 削減（1990年比）

↑小学校の屋上に
設置された太陽光
発電システムを見学

姉妹都市であるドイツ・フライブ
ルク市の環境学習施設の運営を担
うＮＰＯと協定を締結 →

パートナーシップの活動促進

←下水処理場のマイクロ水力発電

地域循環システムの
推進

ごみの減量、再資源化の推進

資源（ごみ等）の効率的な利用

節水型都市づくりの推進

↑節水機器の補助制度

啓発用の
冊子とポスター↑

循環型・自然共生社会
環境配慮型行動の基盤を整備し

温室効果ガスの排出抑制

↑古着･廃食用油等の再資源化

の推進(障がい者との協働)

↑バイオ燃料混合軽油の使用↑ リサイクル家具の販売

快適な歩行 空間と
自転車利用環境の
整備に関する
社会実験を実施 →

環境やエネルギー利用に関する課題
再生可能エネルギー等地域資源ポテンシャル
地域事業者のエネルギー需給量等の調査

スマートコミュニティの
推進

対象エリアにおける事業化可能
性調査

松山スマートコミュニティマスタープ
ランの策定・実証実験等の実施

環境に優しい交通手段の普及

エネルギーマネジメント
地域に安らぎと活力を提供できるよう、

資源の有効利用や環境負荷の少ない行動の
促進等、地域に適した構想を推進

事業化
調査の
イメージ →

モビリティセンター導入に
よる移動の選択制の拡大→

地域社会との連携
平成25年3月選定
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「エネルギー循環型社会」に向けた産官学民連携

産（業界団体・企業）

民（住民、町内会、NPO等）

官（行政機関）

学（大学など教育機関）

新エネ技術の研究開発
「知」の創出・提供
エネルギー教育：学生・社会人

・公開講座

再エネ利用・省エネ活動への協力
町内会やPTA組織での学習
自主的な参画意識（気運）の醸成

低炭素事業の展開・促進
グリーン諸制度の充実化
情報提供などの広報活動

新エネルギーの社会への実装
（ビジネス展開・サービス提供）

情報交換・相互理解から始まる
エネルギー循環型社会！

スマート＆
ゼロエミッション社会

・市民向けフォーラムの開催

・「環境モデル都市まつやま推進協議会」の発足
平成26年10月



燃料電池

ゴミから「水素」を回収する社会実験（計画中）

生協学生委員会
によるゴミ回収

水素製造能力：0.7Nm3/h，6kWシステム
重点圧力：35MPa

液プラ目標データー
0.3m3/kWh-H2

電子レンジデーター
0.1m3/kWh-H2

太陽電池の効率50％（3kW)で計算
0.23m3/kWh-H2

大学キャンパスを舞台とした教職員・学生参加型の社会実験
生協や学生組織の協力のもとで実施
太陽光発電を利用して廃棄物・バイオマスからの水素燃料や化成品原料を製造
クリーンエネルギーに対する態度・行動変容の促進
環境報告書・フォーラムなどを通した広報活動

H２ガス

液中プラズマ装置

太陽光パネル
（工学部5号館）



GOAL
エネルギー循環型スマート社会の実現！



・環境報告書
環境情報の提供の促進等による特定事業者等の環境に配慮した事業活動

の促進に関する法律（環境配慮促進法）に基づき，毎年９月末までに前年度
の環境報告書を作成・公表します。
ホームページ掲載，環境報告書本冊（５４ページ）印刷，ダイジェスト版（８

ページ）印刷
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・エネルギー管理標準
工場等におけるエネルギーの使用の合理化に関する事業者の判断の基

準に基づく，設備の運転管理，計測，記録，保守，点検のマニュアルです。
愛媛大学全体，城北地区，重信地区，樽味地区，持田地区で作成して

います。
内容については，設備の更新，廃止などに応じて実態に合うよう毎年見

直しを行っています。

１７．施設基盤部安全環境課環境管理チームの業務紹介



愛媛大学施設基盤部安全環境課環境管理チームホームページアドレス
http://www.ehime-u.ac.jp/section/shisetsu/anzen/kankyo/anzen_kankyo_top.html
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ご清聴ありがとうございました


